
主催 ： TSS ボランティア TRICOLOR （常磐大学 ・ 常磐短期大学）

協力 ： 常磐大学同窓会、 NPO 法人ひたち NPO センター ・ with you、

　　　　　一般社団法人　SAVE IWATE、

　　　　　公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会 （茨城県協会）

■お申し込み方法
　当日受付
　裏面の受付票に必要事項を記入のうえ、当日受付に提出してください。
　※受付票は当日も配布しています。
■お問い合わせ
　常磐大学学生支援センター
　〒310-8585　水戸市見和 1-430-1
　℡029-232-2510

13:00　開会
13:00　開会挨拶
      　　　森　美優（TRICOLOR リーダー・人間科学部コミュニケーション学科 4年）
13:05　講演
      　　■　語り継ぐ　あの日・あの時・そして今
      　　　　講師：實吉　義正　氏
      　　　　　　　陸前高田市観光物産協会副会長、震災語り部
　　　　　　　　　　　－　　休憩（10 分）　－
      　　■　４年間の福島親子「保養」活動から
      　　　　～継続的な保養の必要性を食の安全から考える～
      　　　　講師：鈴木　眞美子　氏
      　　　　　　　ふくしまの子供達とつながる茨城保養の会代表
15:25　ボランティア活動報告
      　　■　TRICOLOR 活動報告　－ 学びのうえのボランティア －　
      　　　　発表者：中村　早希（短期大学キャリア教養学科 2年）
15:55　閉会挨拶　　　
      　　　藤代　悠司（国際学部経営学科 2年）
16:00　閉会
      　　　    　　　　司会：土子　健太郎（人間科学部コミュニケーション学科２年）

対　象：　一般の方
定　員：　300 名 ( 先着順 )
参加費：　無料

※駐車場には限りがありますので、できるだけ公共交通機関を
　ご利用ください。

2017 年

11 月 26日（日）
13:00 ～ 16:00（受付開始 12:00）

日時

常磐大学 Ｈ棟大講義室
（茨城県水戸市見和 1-430-1）

会場

東日本大震災の発災から 7年目を迎え、被災地の情報は減少し、
社会的関心も薄れつつあります。
TSS ボランティア TRICOLOR（トリコロール）では、
「第 3回東日本大震災復興フォーラム」を開催し、「震災の風化」、
「防災・減災」について皆さんとともに考えていきたいと思います。

はじまりはいつでも
－ 今、私たちが未来に向けて伝えられること－

  第 3 回東日本大震災復興フォーラム



TSS ボランティア　TRICOLOR 主催
第 3回東日本大震災復興フォーラム「はじまりはいつでも」受付票

本受付票に必要事項をご記入のうえ、当日受付に提出してください。
※本受付票は当日も配布しておりますが、事前にご記入いただき持参していただきますと、受付がスムーズになります。

フリガナ【必須】

職　　業【必須】

メールアドレス
【任意】

年　　齢【必須】

性別
【必須】氏　　名【必須】 男性   ・   女性

※該当する年齢に○
　をつけてください。

※該当するものに○
　をつけてください。

※個人情報の取り扱いには十分に配慮し、フォーラム等開催以外の目的に使用することはありません。

1）20 歳未満　2）20 歳代　3）30 歳代　4）40 歳代　5）50 歳代　6）60 歳以上

＠
※フォーラム等の案内状送付を希望する方は必ずご記入ください。

1）一　般　2）本学学生　3）本学教職員　4）その他

＊本学学生は所属を記入してください。　（　　　　　　　　　　　　）学科

實吉　義正
【略歴】
　岩手県陸前高田市竹駒町生まれ。
　青山学院大学法学部法律学科卒業。
　商事会社勤務後、河北新報社通信部記者、陸前高田市第三セクター陸前高田地域振興株式会社常務取締役を経て現在に至る。
　その他、道の駅「高田松原」駅長、「全国太鼓フェスティバル」や
　「サイクルロードレース」などの企画運営部長として地域活性化に尽力。
【現在の主な活動】
　陸前高田市観光物産協会副会長、陸前高田市スポーツ推進委員協議会長等多くの要職を務める。
　３．１１の東日本大震災後「震災語り部」として、あの日、今、そして未来を語り継ぐ活動を行いながら、
　全国各地での講演、パネラー・コーディネーターとして精力的に活動している。

鈴木　眞美子
【略歴】
　茨城県職員（改良普及員）として 38 年間勤務、退職後、工房「いちょうの木」（主に発酵食品を提供）、
　ゆめ紫峰の会（桜川市産パン用小麦の会）を立ち上げ、食の安全に力を入れる。
　３．１１の東日本大震災後、2014 年にふくしまの子供達とつながる茨城保養の会を 10 人の仲間と立ち上げ、現在に至る。
【現在の主な活動】
　ふくしまの子供達とつながる茨城保養の会代表、工房「いちょうの木」、ゆめ紫峰の会等の要職を務め、
　食の安全と原発のない暮らしを求め、ふくしまの子供達の支援に注力している。

TSS ボランティア TRICOLOR ( トリコロール ) は、「できることを、できるときに、できるだけ」をテーマに、
2014 年度よりスタートしたボランティア団体です。
社会のためにできることは何かを主体的に考え、学生と教職員が一緒になって活動をしています。
「岩手復興支援プロジェクト－いわとき（岩手×常磐）」、
「こども元気プロジェクト」、「地域支援プロジェクト」の３つのプロジェクトを中心に、
震災復興や地域の活性化に向けた活動に取り組んでいます。
TRICOLOR は「学ぶ→見る→実施する→伝える→振り返る」と、段階を踏んで活動を推進しています。

陸前高田市観光物産協会副会長、震災語り部氏

ふくしまの子供達とつながる茨城保養の会代表氏


